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凍み餅とサツマ凍み餅を出荷している吉正さん。サツマ凍み餅を出荷してい

るのは、吉正さんだけで、子どものころに食べていたものを思い出しなが

ら作り始めたといいます。常にお客さんの立場で考え、「何でもいいという考えで

はだめ」と妥協を許しません。味はもちろん、見た目や衛生面などの細かい部分
まで気を使っています。手まめ館から「たくさん作ってほしい」と依頼されるこ

ともあり、サツマ凍み餅は昨年より多く作りました。作りがいを感じられる瞬間
です。「皆さんに食べて元気になってもらいたい」と手間暇を惜しみません。

手まめな生産者 ＜第５回＞

食べて元気になってもらいたいと手間暇を惜しまない

中川西吉正さん
なかがわさい・よしまさ（80）／石井草字石井

絵／緑のふるさと協力隊・山田恵里さん

▼
「
光
陰
矢
の
ご
と

し
」。
毎
年
１
月
は
、

正
月
恒
例
の
楽
し

い
行
事
や
厄
払
い

同
級
会
な
ど
へ
の

出
席
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
す
。
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
時

の
早
さ
が
加
速
し
て
い
く
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
▼
１
月
31
日
に
は
、
新
宿
住
友

ビ
ル
の
47
階
で
東
京
鮫
川
会
の
総
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
第
30
回
の
記
念
総

会
で
す
。
常
々
、
ふ
る
さ
と
鮫
川
村
を

大
切
に
思
っ
て
い
る
東
京
鮫
川
会
の

皆
さ
ん
約
70
人
が
出
席
。
村
か
ら
は
、

村
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
の
ほ
か
、
特
別

に
「
ふ
る
里
文
化
芸
能
ク
ラ
ブ
」
の
皆

さ
ん
も
同
行
し
ま
し
た
。
舞
踊
と
詩
吟

が
披
露
さ
れ
、
会
員
の
皆
さ
ん
も
大
変

感
激
し
て
い
ま
し
た
。
▼
２
月
２
日
に

は
、
東
京
都
で
開
か
れ
た
「
ふ
る
さ
と

応
援
在
京
福
島
県
経
済
人
の
集
い
」
に

出
席
し
ま
し
た
。
東
京
鮫
川
会
の
皆
さ

ん
同
様
に
ふ
る
さ
と
福
島
県
に
対
す
る

強
い
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
を
、
特
に
子
ど
も
時

代
に
遊
び
、
心
身
を
育
ん
だ
野
山
や
川

な
ど
の
一
日
も
早
い
復
興
を
強
く
話
し

て
い
ま
し
た
。
▼
今
日
は
節
分
。
私
も

家
長
た
る
責
任
を
果
た
す
べ
く
、
鬼
を

追
い
払
い
福
は
内
の
豆
ま
き
、
村
の
今

年
一
年
の
平
安
祈
願
も
し
ま
す
。

大 

樂 

勝 

弘

こちら

村長室

■行政NAVI

■さめがわの教育

■ほっとニュース

ぼく・わたしの夢―鮫川小
学校だより―鮫川中 ほか

第30回東京鮫川会記念総会
こどもセンターで「豆まき」 ほか

異動の届け出を忘れずに

宿ノ入団地入居者を募集 ほか

さめがわこどもセンターの園庭で
そり滑りを楽しむ園児たち（２月４日撮影）
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３
月
、
４
月
は
、
転
勤
、
就
職
、

進
入
学
な
ど
に
よ
り
住
民
異
動
が
多

く
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
、
初
め
て

住
所
を
変
更
す
る
人
も
少
な
く
な
い

で
し
ょ
う
。

　

正
し
い
住
所
を
届
け
て
い
な
い

と
、
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
や

児
童
手
当
な
ど
の
給
付
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
る
ほ
か
、
子
ど

も
の
入
学
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

　

国
民
年
金
保
険
料
の
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
は
、
保
険
料
納
付
が
困

難
な
学
生
が
申
請
し
、
承
認
さ
れ
る

こ
と
で
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。

申
請
期
間　

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
の
１
年
間（
毎
年
申
請
が
必
要
）

申
請
方
法　

▼
初
め
て
申
請
す
る
人

…
役
場
住
民
福
祉
課
住
民
係
ま
た

は
年
金
事
務
所
で
所
定
の
用
紙
に

記
入
す
る
。
※
当
該
年
度
中
に
20

歳
に
な
る
人
は
、
郵
送
で
取
得
届

と
一
緒
に
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
同
封
さ
れ
て
い
る
封
筒

で
返
送
す
る
か
、
各
窓
口
に
届
出

し
て
く
だ
さ
い
。
▼
一
度
申
請
し

て
い
る
人
…
最
初
に
申
請
し
た
際

に
記
入
し
た
「
在
学
予
定
期
間
」

に
基
づ
き
、
毎
年
３
月
末
ご
ろ
に

郵
送
さ
れ
る
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請

書
に
記
入
し
返
送
す
る
。
※
次
に

該
当
す
る
場
合
は
、
再
度
各
窓
口

に
て
申
請
が

必
要
で
す
。

①
４
月
中
旬

に
な
っ
て
も

申
請
書
が
届

か
な
い
②
学
校
が
変
わ
っ
た
人
③

在
学
予
定
期
間
を
延
長
し
た
人

持
参
物　

▼
学
生
証
（
写
し
可
）
ま

た
は
在
学
証
明
書
▼
印
鑑
（
自
署

で
あ
れ
は
省
略
可
）
▼
年
金
手
帳

審
査
結
果　

日
本
年
金
機
構
で
審
査

を
行
い
、
審
査
終
了
後
「
結
果
通

知
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
審
査

な
ど
に
は
２
・
３
カ
月
程
度
か
か

り
ま
す
。
審
査
の
結
果
が
出
る
ま

で
の
間
、
行
き
違
い
で
納
付
案
内

書
な
ど
が
届
く
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
納
付
書
は
破
棄
せ
ず
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

追
納
制
度　

本
人
の
申
し
出
に
よ
り

日
本
年
金
機
構
の
承
認
を
得
て
、

そ
の
承
認
月
前
10
年
以
内
の
免
除

し
た
月
分
の
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
追
納
す
る
保

険
料
額
は
、
免
除
さ
れ
た
当
時
の

保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
て

決
め
ら
れ
た
額
が
加
算
さ
れ
ま
す

（
前
２
年
度
の
期
間
に
つ
い
て
は

追
納
加
算
額
が
あ
り
ま
せ
ん
）。

問
村
住
民
福
祉
課
住
民
係
☎
49
３
１

１
３
／
白
河
年
金
事
務
所
☎
０
２

４
８
㉗
４
１
６
５

に
お
い
て
影
響
が
出
て
き
ま
す
。

　

右
表
に
該
当
す
る
人
は
届
け
出
の

種
類
に
応
じ
て
必
要
な
も
の
を
持
参

し
、
役
場
住
民
福
祉
課
住
民
係
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー

ド
（
申
請
し
た
人
は
個
人
番
号
カ
ー

ド
）
も
、
転
入
や
転
居
な
ど
の
届
け

出
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
。
国
民

健
康
保
険
や
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
る
人
は
、
保
険
証
や
年
金
手
帳
も

併
せ
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
村
住
民
福
祉
課
住
民
係
☎
49
３
１

　

１
３

■住所変更などの主な届け出

こんなとき
届け出
の種類

届け出に必要なもの 届け出期限

村外から

移ってきた
転入届

□転出証明書（前住所地で発行）
□国民年金手帳（加入者だけ）
□社会保険の保険証（加入者だけ）
□通知カードまたは個人番号カード

本村に来てか

ら14日以内

村外へ移る 転出届

□転出先の住所
□各種保険証（国保・後期など）
□印鑑登録証（登録者だけ）
□こども医療費受給者証（社保加入
者だけ）

村外に移る前

村内で住所
を変更した

転居届

□各種保険証（国保・後期など）
□こども医療費受給者証（社保加入
者だけ）
□通知カードまたは個人番号カード

引っ越した日
から14日以内

世帯主が

変わった

世帯主
変更届

□国民健康保険証（加入者だけ）
変更した日か
ら14日以内

加入してい

る保険が変
わった

取得届
□国民健康保険証（世帯に加入者が

いる場合）
□資格喪失証明書

異動した日か
ら14日以内

喪失届
□国民健康保険証
□新しい保険証
□こども医療費受給者証

異動した日か
ら14日以内

氏が変わる 変更届
□各種保険証（国保・後期など）
□印鑑登録証（登録者だけ）
□通知カードまたは個人番号カード

戸籍届出（婚
姻・離婚など）
をするとき

※印鑑は、全ての届け出に必要です。忘れずに持参してください。

届け出を忘れずに

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
測
定
値

測定箇所 測定値

仮設焼却炉入口 0.10

青生野小学校 0.08

朝日山登山道入口 0.08

青生野肥育組合 0.09

鹿角平観光牧場 0.06

　

村
仮
設
焼
却
炉
監
視
委
員
会

は
、
毎
週
金
曜
日
に
仮
設
焼
却

施
設
周
辺
の
空
間
線
量
を
測
定

し
て
い
ま
す
。
仮
設
焼
却
施
設

周
辺
の
空
間
線
量
測
定
結
果
と

関
連
フ
ァ
イ
ル
は
、
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

問
村
地
域
整
備
課
環
境
係
☎
㊾

　

３
１
９
６

仮
設
焼
却
施
設
周
辺

空
間
線
量
の
測
定
結
果

■施設周辺の空間線量（２月19日実施）　  　　　　 [μSv/h]

仮
設
焼
却
炉
周
辺
の
測
定
値

測定箇所 測定値
貯留ヤード北西側 0.08

排突南西側 0.10

焼却炉東側 0.08

貯留ヤード北側 0.08

仮置場看板付近 0.08

石久保線起点 0.12

石久保線終点 0.11

和協管理棟付近 0.12

学
生
の
保
険
料
納
付
を
猶
予

宿ノ入団地の入居者を募集します

転勤、就職、進入学のシーズン国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付
特
例
制
度

転入や転居な

どの届け出には、
通知カードまたは

個人番号カードが

必要です。　村営住宅宿ノ入団地の入居者を次により募集し
ます。
所在地　大字赤坂中野字宿ノ入37番地８
募集戸数　５戸
入居資格　 ▼鮫川村に住所を設定する意志があ

る者 ▼公営住宅法に基づく政令月収15万８千円
を超えない者 ▼現に住宅に困窮している者 ▼

地方税を滞納していない者 ▼暴力団員および

住民の居住の平穏を著しく害さない者 ▼過去
に村営住宅および定住促進住宅に入居してい

た者の場合、住宅の明け渡し請求をされていな

い者
入居条件　 ▼家賃・地方税・公共料金などの滞納
をしない ▼住宅内および団地敷地内で犬、猫
などの動物を飼育しない ▼連帯保証人が必要
です（保証人は鮫川村在住で、保証能力のある

人） ▼地区住民とのふれあいを大切にし、活発

に地域活動に参加し、鮫川村民および赤坂中
野区民としての責務を果たせる人 ▼公営住宅法
および鮫川村村営住宅管理条例、これに基づ

く規則などに違反したときは住宅を明け渡して

いただきます。
入居者の費用負担　 ▼家賃…入居者の政令月収
（所得）を基準に算定（月額17,200円以上） ▼

敷金…入居時における家賃の３ヵ月分（入居前
納入） ▼その他…電気・ガス・水道使用料、集落
排水処理施設使用料、テレビ共同受信施設組
合の年会費など

申し込み　役場地域整備課にある申込書に必要
事項を記入し、必要書類を添えて申し込んでく

ださい。
申込期限　３月11日㊎厳守
入居可能日　平成28年４月１日
問村地域整備課建設係☎㊾３１１６
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人
に
会
い
に
行
く
、

誰
で
も
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
鮫
川
村上_子どもたちに紙すきを教える齋須寛一

さん／下_「若葉のふるさと協力隊」で来
村した学生と一緒に凍み大根作りを体験

「おかちゃんの女子カメ

漫遊記」に出演した際、
おかちゃんの似顔絵を

描かせてもらいました

「緑のふるさと協力隊 in 鮫川村」

「いいね！」お願いします。

　めぐみのさと　　　緑のふるさと協力隊・山田恵里さんの鮫川体験記

卒
業
記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た

　

３
年
生
は
12

月
３
日
、
卒
業

記
念
と
し
て
舘

山
公
園
で
桜
の

木
を
植
え
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
時
折
小
雨
が
降
り
足

場
の
悪
い
中
、
男
女
に
分
か
れ
て

桜
の
苗
木
を
一
本
ず
つ
植
樹
し
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
し
っ
か
り

根
付
い
て
大
き
く
育
っ
て
ほ
し
い

と
願
い
ま
し
た
。

　

卒
業
ま
で
日
数
は
あ
り
ま
す
が
、

卒
業
に
向
け
て
少
し
ず
つ
自
覚
を

深
め
た
一
日
で
し
た
。

校
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

　

12
月
４
日
の
５
、
６
校
時
に
校

内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
を
開

き
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
生
徒
か
ら
の
要

望
を
基
に
、
生
徒
会
が
種
目
や

ル
ー
ル
を
検
討
し
ま
し
た
。
学
年

対
抗
で
新
聞
紙
タ
ワ
ー
作
り
、
騎

馬
戦
や
早
飲
み
対
決
な
ど
13
種

目
を
行
っ
た
ほ

か
、
一
人
一
芸

の
発
表
も
あ
り

ま
し
た
。
ク
ラ

ス
ご
と
に
熱
の

こ
も
っ
た
応
援

を
し
て
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
結
果
は
、
２
年
生
が
総
合
優

勝
し
ま
し
た
。

英
語
宿
泊
体
験
研
修

　

２
年
生
は
、
１
月
19
、
20
日
の

一
泊
二
日
で
、
雪
の
降
る
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
で
英
語
宿
泊

体
験
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

外
国
人
の
講
師
に
よ
る
サ
バ
イ

バ
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
と
い
う

ゲ
ー
ム
、
ス
コ
ー
ン
作
り
、
チ
ー

ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
い
う
運
動
を
行

い
ま
し
た
。
二
日
間
の
会
話
や
説

明
は
全
て
英
語
で
、
イ
ギ
リ
ス
に

留
学
し
た
よ
う

な
貴
重
な
二
日

間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

研
修
を
終
え
、

生
徒
た
ち
は

「
小
学
生
の
時
よ
り
英
語
が
聞
き

取
れ
て
よ
か
っ
た
」
「
も
っ
と
英

語
を
勉
強
し
た
い
」
な
ど
の
感
想

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

（
文
・
写
真
／
鮫
川
中
学
校
）

鮫川中学校編

（137）

　私たち日本人は、話し合いがあまり

得意ではなさそうです。
　これまでのように「もの」の量が右
肩上がりの世の中でしたら何も考えな

く前例に従えばよかったのです。
　しかし、人口が減少するという前例
のない世の中では、頼るものがすぐに

は見つかりません。そこで必要なこと

はさまざまな立場からの意見を交換し
て相談する力です。いろいろな立場や

視点から寄せられた意見を尊重し、問
題・課題を見つけ、何とかしてその解
決に向かおうとする一連の方法を意識
し、身に付けていくことが必要だと思
われます。この熟議や対話する力は人
間にしかできない能力かもしれません

ので大事にしたいものです。
　これからの学校の授業には、この手
法も取り入れられます。子どもも先生も
自分の力量を高め合う研修の場として

果敢に挑んでほしいと願っています。
奧貫　洋

教育長コラム
守備もバッティングも上手な選手に

大学に進学して勉強を

誰にでも明るく接する美容師

何でもできる保育士が目標

さめがわの教育

ぼ
く
・
わ
た
し
の
夢

＜

第
10
回＞

鮫
川
小
６
年
生

恵 里みの
さめがわ日記　ｖｏｌ .11

Education  of  SAMEGAWA

舟木崇太君

須藤玲奈さん

高木利緒君

我妻祥佳さん

将来の夢はプロ野球選手です。巨人の坂本
勇人選手みたいに守備もバッティングも上
手な選手になりたいです。小学１年生で野
球を初めて、我慢強さと諦めないことを学
びました。毎日素振りを300回しています。

大学に進学して、勉強を頑張りたいです。
サークル活動も参加して、友達をたくさんつ

くりたいです。そして、少しでも良い会社に

就職したいです。中学生になったら、塾に

通ってみたいです。

美容師になりたいです。髪をきれいに切れ

ることがすごいと思ったからです。誰にでも

明るく接する美容師が目標です。長距離走
を頑張っています。最初は苦しいけど、目
標を達成できたときは楽しいです。

小さい子どもが好きなので、保育士になり

たいです。歌えたり水泳ができたり、何で

もできる保育士が目標です。そのためには

知識がないといけないので、中学校では勉
強を頑張りたいです。

寒
さ
が
厳
し
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
。
私
は
鮫
川
村
で
生
活
し
て
い

る
う
ち
に
た
く
ま
し
く
な
っ
た
の
か
、
鮫

川
村
の
寒
さ
に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

　

２
月
は
大
き
な
出
来
事
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
特
に
村
内
に
テ
レ
ビ
取
材
が

来
た
こ
と
で
す
。
10
月
か
ら
ほ
ぼ
毎
月
の

よ
う
に
テ
レ
ビ
で
鮫
川
村
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
１
月
に
は
鮫
川
小
の
子
ど
も
た

ち
が
鮫
川
和
紙
の
紙
す
き
を
体
験
し
て
い

る
様
子
が
、
２
月
に
は
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
髙
野
大
助
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
私
は
福
島
中
央
テ
レ
ビ
の
「
お
か

ち
ゃ
ん
の
女
子
カ
メ
漫
遊
記
」
に
出
演
し

ま
し
た
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
民
謡
と
似
顔

絵
を
取
り
上
げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
放
送

後
に
は
、
多
く
の
人
か
ら
「
テ
レ
ビ
見
た

よ
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の

機
会
に
鮫
川
村
と
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊

を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
８
月
に
行
っ
た
「
若
葉
の

ふ
る
さ
と
協
力
隊
」
に
参
加
し
た
学
生
２

人
が
来
村
し
て
く
れ
ま
し
た
。
「
鮫
川
村

の
人
た
ち
に
会
い
に
来
ま
し
た
」
「
鮫
川

村
に
ま
た
遊
び
に
来
た
く
て
」
と
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　

村
内
で
は
「
何
も
な
い
村
だ
」
と
い
う

人
も
い
ま
す
が
、
ど
う
か
自
信
を
持
っ
て

く
だ
さ
い
。
こ
う
し
て
魅
力
を
感
じ
て
来

て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
鮫

川
村
は
「
人
に
会
い
に
行
く
、
誰
で
も

帰
っ
て
こ
ら
れ
る
村
」
で
す
。
緑
の
ふ
る

さ
と
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
る
と
、

常
に
感
じ
ま
す
。
ま
る
で
村
の
孫
娘
に

な
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。

　

協
力
隊
の
任
期
も
残
り
わ
ず
か
。
寂
し

く
な
り
ま
す
が
、
最
後
ま
で
笑
顔
で
過
ご

し
た
い
で
す
。



677

　

「
第
３
回
鮫
川
村
こ

ど
も
模
擬
議
会
」
は
２

月
22
日
、
役
場
議
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

模
擬
議
会
は
、
子
ど

も
た
ち
の
声
を
今
後
の

政
策
提
言
に
生
か
す
ほ

か
、
議
会
制
や
村
政
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
な
ど

が
目
的
で
す
。

　

今
回
は
村
内
２
つ
の

小
学
校
の
代
表
児
童
43

人
（
鮫
川
小
６
年
生
36

人
、
青
生
野
小
６
年
生

４
人
、
同
小
５
年
生
３

人
）
が
、
８
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
生
活
の
中

で
感
じ
て
い
る
疑
問
や

提
言
な
ど
を
堂
々
と
発

表
。
大
樂
村
長
と
奧
貫

教
育
長
に
答
弁
を
求
め

ま
し
た
。

　

活
発
に
再
質
問
を
し

た
り
、
答
弁
の
内
容
を

メ
モ
を
取
っ
た
り
、
子

ど
も
議
員
た
ち
は
議
会

制
や
村
政
に
対
す
る
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

　

東
京
都
北
区
主
催
の

「
北
区
み
ん
な
で
楽
し

む
食
育
フ
ェ
ア
」
は
１

月
24
日
、
東
京
都
北
区

の
赤
羽
会
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

楽
し
み
な
が
ら
「
食
」

へ
の
関
心
を
高
め
、
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
。
鮫
川
村
は

４
回
目
の
参
加
と
な
り

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
大
豆
・

じ
ゅ
う
ね
ん
の
加
工
品

を
中
心
と
し
た
村
特
産

品
を
販
売
し
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
内
に
鮫
川

村
の
四
季
の
風
景
写
真

な
ど
を
掲
示
し
、
村
の

「
食
」
と
と
も
に
里
山

景
観
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

　

村
は
、
物
販
や
ツ

ア
ー
な
ど
を
通
し
、
都

市
と
の
交
流
を
深
め
、

鮫
川
村
の
フ
ァ
ン
を
増

や
し
て
い
き
ま
す
。

村政TOPICS

熱
い
思
い
を
交
わ
し
た
研
修
会

受
賞
を
喜
ぶ
蛭
田
さ
ん
（
中
央
）

表
彰
状
を
手
渡
さ
れ
る
芳
賀
校
長 熱

心
に
指
導
を
受
け
る
参
加
者

集
中
力
を
高
め
て
投
げ
る
参
加
者

豆
を
ま
か
れ
て
逃
げ
る
子
鬼
た
ち

村の「食」と里山景観の魅力を発信

広報誌の役割や可能性を考える

算数の魅力を再発見多数の優れた作品が評価 せん定方法などを学ぶ富田１チームが熱戦を制す

第21回東北広報サミットin東白川

蛭田樹璃さんが算数で奨励賞鮫川小が「17字のふれあい」で奨励賞 富田地区夢づくり協議会「梅栽培研修会」村長杯争奪クロリティー大会

　「算数・数学ジュニアオリンピック（県教育委
員会主催）」は10月25日、県内７会場で行われ、鮫
川小５年の蛭田樹璃さんが奨励賞を受賞しまし

た。初めて参加した蛭田さんは「解けない問題が

あって悔しかったけど、学年関係なくできることが

分かった」と、算数の魅力を再発見しました。

　県教育委員会主催の「17字のふれあい事業」で
鮫川小（芳賀なおみ校長、181人）が奨励賞を受
賞しました。受賞は、ほとんどの児童が出品し、最
終選考まで残った作品があることが評価された

ものです。表彰式は２月３日、同校校長室で行わ

れ、芳賀校長に表彰状が手渡されました。

　広報担当者の資質向上などを目的とした「第21

回東北広報サミットin東白川」は２月12、13日、棚
倉町文化センターで行われました。サミットには、
全国から約90人が参加。全国トップレベルの講師
陣を招き、広報技術を学んだほか、広報誌の役割
や可能性について意見を交わしました。

　富田地区夢づくり協議会特産品開発事業部会
（円谷次男部会長）の梅栽培研修会は２月７日、
富田字彦次郎地内の観光梅園で行われました。
　参加者は県南農林事務所の齋藤義雄氏の指導
で、梅のせん定方法や病害虫駆除などについて学
びました。

　「第７回鮫川村長杯争奪クロリティー大会」は
１月28日、村公民館で行われ、熱戦が繰り広げら

れました。大会には28チームが参加。予選リーグ

戦で勝ち上がった10チームが決勝トーナメントで

争い、富田１が優勝に輝きました。
【結果】①富田１②東石１③東石３③西山１

村政TOPICS

鬼は外、福は内ふるさと談義で親睦を深める

子どもたちが議会制や村政に理解深める

こどもセンターで節分行事「豆まき」第30回東京鮫川会記念総会・新年会

　さめがわこどもセンターの「豆まき」は２月３
日、同体育館で行われ、園児たちが節分行事を体
験しました。手作りの鬼の面を着けた園児たちは、
「寝坊助鬼」「ゲームばかりしちゃう鬼」など、追
い出したい鬼を発表し、鈴木令子園長に豆をまい

てもらい、鬼を退治しました。

　「第30回東京鮫川会記念総会・新年会」は１月
31日、東京都の新宿住友ビルで行われました。同
日は会員、村関係者など約100人が出席。総会で

は、27年度事業報告および収支決算承認、28年
度事業計画および収支予算について審議された

ほか、任期満了に伴う役員改選が行われました。
続いて、同会の30周年にあたり、功労者に感謝状
が贈られました。新年会では、村ふる里文化芸能
クラブによる舞踊や詩吟が披露され、会場を盛り
上げました。参加者は、ふるさと談義に花を咲か

せながら、親睦を深めました。
【新役員】(敬称略・出身地区) ▼会長…前田勝次
(新・赤坂東野) ▼ 副会長…市川三喜男(再・赤坂
東野)川邊義喜(再・渡瀬) ▼監事…須藤春夫(再・
赤坂西野)松崎隆雄(新・西山)

ほ っ と ニ ュ ー ス

特産品を買い求める来場者真剣に答弁を聞く子ども議員

上_多くの会員が出席した記念
総会／下_茨木会長から大樂村
長に感謝状が手渡された
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Book

長年連れ添った

妻・夏子を失った

人気作家の津村
啓。悲しさを演じる

ことしかできなかっ

た津村は、同じ事
故で母親を失った

一家と出会い、初めて妻の死と向
き合い始める。突然、家族を失っ

た者たちは、どのように人生を取り

戻すのか。

誰にもまね

できない光
と影の芸術
作品で、老
若男女を問
わず絶大な

人気を誇る

藤城清治。この画集では、旅の中
で生み出された日本全国150点以
上の作品を初めて一堂に集めた。

89 89

図 書 の 缶 詰

図書館からおすすめの本をご紹介
鮫川村図書館☎ 29-1150

はが・えつお●1977年10月生まれ。鮫川機器に勤務。趣味は
ファミリーコンピュータ収集。家庭第一、笑顔を絶やさないよ
うに心掛けている。赤坂東野字滝ノ下、38歳。

212村民【随想】リレー

芳賀悦男さん

新たな命、家族

み ん な の ペ ー ジ

親
子
で
楽
し
め
る
鮫
川
村
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
に

さめがわdeマルシェ実行委員会
関根巨樹実行委員長／14人

　

昨
年
９
月
に
開
か
れ
た
「
さ
め
が
わ
de
マ
ル

シ
ェ
」
に
は
、
村
内
外
か
ら
約
１
０
０
０
人
が

訪
れ
、
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　

企
画
、
運
営
を
行
っ
た
の
は
、
同
実
行
委
員

会
。
若
者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
が
な
か
っ
た
鮫
川

村
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
気
心
が
知
れ
た
20
・

30
代
の
若
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

手
さ
ぐ
り
の
状
態
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、

強
い
意
志
と
団
結
力
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ

せ
ま
し
た
。
来
場
者
や
出
店
者
か
ら
は
「
ま
た

開
催
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
、
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
大
き
な
達
成

感
と
自
信
を
得
ま
し
た
。

　

今
年
の
開
催
も
決
ま
り
、
「
親
子
で
楽
し
め

る
鮫
川
村
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

さ

る

め

集

が

い

わ

47

を

彩

■

第３土曜日は 家族一緒に読書の日

俳　
　

句

恵
方
巻
買
っ
て
く
る
よ
と
夫
メ
ー
ル

中
井

　
恒
峯

冬
ご
も
り
炬
燵
に
へ
ば
り
読
書
か
な

北
條
素
人
坂

節
分
や
か
す
か
に
聞
こ
え
る
鬼
は
外

松
本

　
精
一

氷
柱
溶
け
朝
日
に
赤
く
輝
け
る前

田
　
縫
子

い
ろ
り
の
灰
い
く
ら
な
ら
す
も
ら
ち
あ
か
ぬ

土
　
竜

　
庵

雲
一
つ
残
し
て
青
き
冬
の
空

齋
須

　
信
子

だ
ん
ご
さ
し
園
児
ら
の
手
で
か
ざ
り
け
り

山
本

　
恵
子

空
青
く
氷
柱
ぴ
と
ぴ
と
溶
け
て
ゆ
く

鈴
木

　
米
子

琴
奨
菊
勝
っ
て
初
場
所
ど
よ
め
か
す

山
本
五
十
鈴

短　
　

歌

乾
涸
び
た
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
食
み
に
来

る
鵯
と
山
雀
雪
積
む
庭
に

鈴
木
イ
ミ
子

如
月
と
な
り
し
屋
根
裏
の
永
棒
零
し
き

り
に
早
春
の
譜

佐
藤

　
春
枝

桶
つ
た
う
雪
解
け
水
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
春

は
そ
こ
ま
で
近
づ
い
て
い
る

水
野

　
珠
子

楽
し
み
の
長
寿
会
な
る
新
年
会
参
加
歓

談
心
は
晴
れ
る

石
井
　
幸
子

寒
暖
に
心
も
乱
れ
春
な
の
に
我
が
身
を

鞭
打
ち
前
進
あ
る
の
み

須
藤
シ
ツ
エ

乱
れ
居
る
生
活
苦
に
し
今
日
も
又
短
歌

を
頼
り
に
望
み
を
託
す

前
田
喜
三
子

如
月
の
雪
の
む
ら
消
え
日
向
に
は
寄
り

添
い
咲
き
ぬ
い
ぬ
の
ふ
ぐ
り
草関

根
ヨ
ネ
子

独
り
居
の
ど
か
雪
心
重
く
お
り
数
多
の

人
に
応
援
受
け
る

藤
田
千
代
子

正
月
は
大
小
な
る
の
靴
の
数
今
は
二
人

居
ひ
そ
り
と
暮
ら
す

関
根
ハ
ナ
ヨ

吾
が
務
め
果
た
さ
む
為
に
日
毎
な
る
友

と
の
連
携
密
に
計
り
ぬ

板
橋
　
源
良

立
春
の
や
わ
ら
か
き
陽
に
香
煙
は
さ
ゆ

ら
ぎ
立
ち
ぬ
亡
夫
七
年
忌

関
根
キ
ヌ
子

金
と
政
治
数
の
権
力
計
り
に
掛
け
て
目

盛
り
狂
え
ば
生
命
取
り
に
も

矢
吹

　
一
二

穏
や
か
な
春
を
迎
え
て
福
寿
草
癒
し
の

言
の
葉
吾
に
と
か
け
る

北
條

　
　
平

藤城清治著、講談社

H
AG

A
  ETSU

O

永い言い訳

藤城清治の旅する影絵　日本

西川美和著、文藝春秋

　

私
に
は
、
11
カ
月
に
な
る
息
子
が
い

ま
す
。

　

妻
か
ら
初
め
て
妊
娠
を
聞
か
さ
れ
た

と
き
、
父
親
に
な
る
実
感
が
湧
き
、
自

分
の
家
族
が
増
え
る
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　

子
ど
も
の
成
長
は
早
い
も
の
で
、
つ

い
こ
の
前
ま
で
寝
て
ば
か
り
い
た
息
子

が
、
今
で
は
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
に
興
味

を
示
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
生
懸

命
周
り
に
話
し
掛
け
た
り
、
ハ
イ
ハ
イ

や
つ
か
ま
り
立
ち
で
忙
し
く
動
き
回
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
先
日
は
、
息
子
に

５
本
目
の
歯
が
生
え
初
め
ま
し
た
。

　

さ
さ
い
な
事
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な

一
つ
一
つ
の
出
来
事
が
う
れ
し
く
、
家

族
み
ん
な
が
健
康
で
笑
顔
の
絶
え
な
い

毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
考
え
る
と
自
分
の
家
庭
を

持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
不
安
な
事
や
大

変
な
事
も
あ
り
ま
す
が
、
息
子
の
寝
顔

を
見
る
と
少
し
の
悩
み
や
疲
れ
は
一
瞬

で
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

父
親
の
自
覚
を
持
ち
、
誰
に
で
も
思

い
や
り
の
気
持
ち
を
持
て
る
子
に
育
て

て
い
き
た
い
で
す
。

　

次
号
は
、
森
亜
矢
子
さ
ん（
赤
坂
東
野
字
楢

久
保
）に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
！
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漬
物
は
、
先
人
の
知
恵
が
生

み
出
し
た
技
術
の
一
つ
で
す
。

た
く
あ
ん
漬
け
は
も
ち
ろ
ん
、
キ
ュ

ウ
リ
の
ふ
る
漬
け
、
ゴ
ボ
ウ
の
み
そ

漬
け
、
ウ
リ
や
ワ
サ
ビ
の
か
す
漬
け

な
ど
、
緑
川
シ
ヅ
エ
さ
ん
の
レ
パ
ー

ト
リ
ー
は
10
種
類
以
上
。
「
手
ま
め

館
」
に
も
出
荷
し
て
お
り
、
シ
ヅ
エ

さ
ん
の
漬
物
を
目
当
て
に
来
る
お
客

さ
ん
も
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

作
り
方
は
、
自
分
で
考
え
た
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
、
経
験
を
基
に
、
漬

け
方
や
味
付
け
な
ど
を
工
夫
し
て
い

ま
す
。
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
納

得
で
き
た
も
の
を
「
手
ま
め
館
」
に

出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

「
お
い
し
く
作
る
た
め
に
は
、
何

回
も
漬
け
直
す
こ
と
。
手
間
と
時

間
を
か
け
た
分
、
味
も
よ
く
な
る
」

と
話
し
ま
す
。
ウ
リ
の
か
す
漬
け
は
、

塩
漬
け
し
て
塩
出
し
を
し
た
あ
と
に
、

か
す
と
砂
糖
で
漬
け
て
１
カ
月
半
寝

か
せ
、
さ
ら
に
新
し
い
か
す
と
砂
糖

で
漬
け
直
し
ま
し
た
。
ま
た
、
健
康

を
気
遣
い
、
塩
分
を
控
え
る
工
夫
も
。

「
塩
を
減
ら
し
て
も
お
い
し
く
作
る

の
が
、
腕
の
見
せ
所
」
と
笑
い
ま
す
。

　

お
金
を
払
え
ば
食
べ
物
が
手
に
入

る
社
会
で
す
が
、
手
作
り
が
基
本
の

シ
ヅ
エ
さ
ん
。
「
家
庭
の
味
は
お
金

で
は
買
え
な
い
。
誰
に
も
ま
ね
で
き

な
い
も
の
で
、
一
つ
と
し
て
同
じ
も

の
は
な
い
」
と
目
を
細
め
ま
す
。

「おいしい」と言わ

れることが一番の喜
びと話すシヅエさん

手前から時計回りに、ウリ

のかす漬け、ワサビのかす

漬け、キュウリのふる漬け

み ん な の ペ ー ジ

山形康浩さん

やまがた・やすひろ
1995年2月27日生まれ　21歳
Ｏ型　うお座
趣味は車
青生野字江堀

★今、夢中になっているこ

とは？
　車をいじることです。中
学生のころから、車がかっ

こいいと思うようになりま

した。自分の思ったように

変えられるところが面白い

です。
★これからチャレンジしてみ

たいことは？
　いろいろな資格を取りた

いです。特に、大型一種免
許です。大きなトラックを

運転することに憧れます。
★鮫川村に住んでいて感じ

ることや好きなところは？
　鮫川村は自然が多いので、
四季を感じられます。また、
優しい人柄も魅力です。地

域でも、仕事をしていても、
たくさんの人が気さくに話
し掛けてくれます。
★鮫川村に要望などはあり

ますか？
　鮫川村に住んでいる人は

もちろん、村外の人からも

「いい村だ」と思われるよ

うな鮫川村になってほしい

です。そのためには、みん

なが楽しく暮らせる環境を

つくることが大切だと思い

ます。

■

■材料（４人分）
ゴボウ…25g　　ニンジン…20g　　シイタケ…25g

ショウガ…15g　　青豆（水に浸したもの）…25g

サラダ油…大さじ１　　みそ…100g　　砂糖…10g

みりん…大さじ１

■作り方
❶ゴボウ、ニンジン、シイタケはさいの目に小さく切る。
❷ショウガ、青豆は粗めのみじん切りにする。
❸フライパンにサラダ油をひき、❶、❷を火が通るまで

　炒める。
❹みそ、砂糖、みりんを入れ、なじむまで炒める。

若者の広場　№ 135

漬物

緑川シヅエさん
みどりかわ・しづえ／赤坂中野字真坂／ 65歳

手間と時間をかけておいしく
お金では買えない家庭の味

４月は、鈴木理大さん（西山字
馬場在住）の予定です。

み
ん
な
が
楽
し
く
暮
ら
せ
る
環
境
を

あなたの

Vol.44

光る技

キラり

達者の五目みそ

今月の一品

23年度アイディア料理コンテスト最優秀賞作品

さ め が わ レ シ ピ

関根のぶ子さん（64）西山字余所内
紹介者から一言

ショウガは体を温める効果があるので入れ
てみました。辛みが食欲をそそります。植
物性タンパク質の青豆を使いました。多く
作って冷凍保存できるので便利です。
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情報ＢＯＸ
暮らしに役立つ身近な情報をピックアップ！

nformationi

■電話番号

鮫川村役場（代表・総務課）
☎ 0247―49―3111
FAX 0247―49―2651

防災無線でむし歯予防を

呼びかけます。
３月の担当は―
鮫川小学校
保健委員会（５年）

　藤田大翔君
　蛭田南央斗君
　三瓶紅音さん

　藤元　華さん

　湯坐美紅さん

村
体
育
施
設
の

使
用
料
を
減
免
し
ま
す

　

年
間
通
し
て
村
体
育
施
設
を

利
用
し
、
減
免
を
希
望
す
る
団

体
は
、
次
に
よ
り
使
用
料
減
免

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

年
度
最
初
に
使
用

　

す
る
日
の
１
週
間
前
ま
で

提
出
先　

さ
め
が
わ
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
（
村
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
）

減
免
期
間　

28
年
４
月
１
日
以

降
で
申
請
書
提
出
日
か
ら
29

年
３
月
31
日
ま
で

申
請
方
法　

申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
会
員
名
簿

（
代
表
者
の
連
絡
先
を
明

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
は
、
不
動
産
登
記
、
会

社
登
記
、
相
続
・
遺
言
、
多
重

債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成
年
後

見
な
ど
に
つ
い
て
、
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す

が
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時
・
会
場　

▼
４
月
７
日
㊍

17
時
〜
20
時
・
白
河
市
産
業

プ
ラ
ザ
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

▼
４
月
21
日
㊍
13
時
〜
16

時
・
須
賀
川
市
中
央
公
民
館

問
白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
☎
０
２
４
８
㉓
１
７

８
５

ひ
と
り
親
家
庭
の

就
職
を
支
援
し
ま
す

　

県
南
保
健
福
祉
事
務
所
は
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
就
職
活
動
サ

ポ
ー
ト
窓
口
を
設
け
、
ひ
と
り

で
子
育
て
を
し
て
い
る
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
の
就
職
活
動
を

支
援
し
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
職
業
相
談
や
紹
介

を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

す
。

相
談
窓
口　

県
南
保
健
福
祉
事

務
所
児
童
家
庭
支
援
チ
ー
ム

☎
０
２
４
８
㉒
５
６
４
７

対
応
時
間　

９
時
〜
16
時(

土

日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く)

説
明
者　

ひ
と
り
親
家
庭
就
業

　

支
援
専
門
員

問
県
南
保
健
福
祉
事
務
所
児
童

家
庭
支
援
チ
ー
ム
☎
０
２
４

８
㉒
５
６
４
７

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
採

用
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
、
大

卒
程
度
）
お
よ
び
一
般
職
試
験

（
大
卒
程
度
）
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
受
験
資

格
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
の
詳

細
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
人
事
院
東
北
事
務
局
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

▼
総
合
職
試
験
…

４
月
１
日
㊎
９
時
〜
11
日
㊊

（
受
信
有
効
）
▼
一
般
職
試

験
…
４
月
８
日
㊎
９
時
〜
20

日
㊌
（
受
信
有
効
）

問
人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課

試
験
係
☎
０
２
２
‐
２
２
１

‐
２
０
２
２

追
悼
復
興
祈
念
行
事

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

　

県
は
、
ふ
く
し
ま
追
悼
復
興

祈
念
行
事
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ

ト
〜
希
望
の
あ
か
り
〜
」
を
県

内
７
地
域
で
開
き
ま
す
。
県
南

地
域
で
は
、
白
河
市
民
会
館
で

行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

期
日
・
場
所　

３
月
11
日
㊎
・

　

白
河
市
民
会
館

内
容　

▼
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

(

17
時
30
分
〜
20
時)

▼
震

災
復
興
音
楽
祭(

11
時
〜
20

時
15
分)

▼
パ
ネ
ル
展
示
、

記
帳
所
の
設
置(

10
時
30
分

〜
20
時)

問
県
南
地
方
振
興
局
復
興
支
援

・
地
域
連
携
室
☎
０
２
４
８

㉓
１
５
２
４

記
）
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
※
新
年
度
の
役
員

改
選
を
予
定
し
て
い
る
団
体

は
、
申
請
時
の
代
表
者
で
提

出
し
、
改
選
後
に
変
更
事
項

を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
特
定
非
営
利
活
動
法
人
さ
め

が
わ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
村

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
内
）
☎
49
３
２
９
５

尊
い
命
と
貴
重
な
財
産
を

火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

　

「
無
防
備
な　

心
に
火
災
が

　

か
く
れ
ん
ぼ
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
３
月
１
日
㊋
か
ら
７
日

㊊
ま
で
の
７
日
間
、
春
季
全
国

火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

春
は
、
空
気
が
乾
燥
し
て
強
風

の
日
が
多
く
、
一
度
火
災
が
発

生
す
る
と
被

害
が
拡
大
す

る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
火

の
元
、
火
の

取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
、
尊
い
命
と
貴

重
な
財
産
を
火
災
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

問
棚
倉
消
防
署
鮫
川
分
署
☎
49

　

２
１
１
９

確
定
申
告
・
納
付
は

済
ん
で
い
ま
す
か

　

申
告
期
限
が
近
付
く
と
申
告

書
作
成
会
場
な
ど
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
申
告
は
早
め
に

済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
税
金
は
、

納
付
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金

融
機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
場

合
は
、
納
付
期
限
の
翌
日
か
ら

延
滞
税
が
加
算
さ
れ
、
督
促
状

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
納
付
に
は
、

便
利
な
口
座
振
替
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

申
告
・
納
付
期
限　

▼
所
得
税

お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
・

贈
与
税
…
３
月
15
日
㊋
▼
個

人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
…
３
月
31
日
㊍

所
得
税
な
ど
の
振
替
日　

▼
所

得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
…
４
月
20
日
㊌
▼
消
費
税

お
よ
び
地
方
消
費
税
…
４
月

25
日
㊊

問
白
河
税
務
署
☎
０
２
４
８
㉒

　

７
１
１
１

案
内

i
相
談

i

試
験

i

催
し

i

住民福祉課
　健康係　　　 　49-3112
　住民係・福祉係 49-3113
農林課　　　　 　49-3114
企画調整課　　 　49-3115
地域整備課
　建設係　　 　　49-3116
　環境係　　　 　49-3196
農業委員会　　 　49-3197
議会事務局　　 　49-3198
出納室　　　　 　49-3199

【その他の機関】
教育委員会　　 　49-3151
図書館　　　　 　29-1150
農業者トレーニングセンター
　　　　　　　 　49-3295
学校給食センター 49-2113
こどもセンター（保育園・
幼稚園）　　　　　29-1010
保健センター 　　29-1231
国保診療所　 　　49-2028
ほっとはうす・さめがわ
　　　　　　　 　48-2555
手･まめ･館　　 　49-2556
山王の里　　　 　48-2848

■鮫川村公式ホームページ

http://www.vill.samegawa.
fukushima.jp/

毎
月
８
日
は「
歯
の
日
」で
す

28年４月１日から

女性活躍推進法が施行

子ども予防接種週間
予防接種は済んでいますか

　働く女性が職業生活において、その希望に応
じて十分に能力を発揮し、活躍できる環境を社
会全体として整備するため、「女性の職業生活に

おける活躍の推進に関する法律（女性活躍推進
法）」が成立し、28年４月１日に施行されます。
　各企業は、28年４月１日までに①自社の女
性の活躍状況の把握・課題分析②「一般事業主
行動計画」策定、労働局への届け出、従業員へ

の周知、外部への公表③女性活躍の情報公表―
を行う必要があります（企業全体の従業員数が

301人以上の事業主は義務、300人以下は努力
義務）。
　また、行動計画の策定、届け出を行った企業
のうち、女性の活躍推進に関する取り組みの実
施状況などが優良な企業は、労働局への申請に

より、認定を受けることができます。認定は、
認定基準の５つの評価項目のうち満たした項目
数に応じて３段階あります。
問福島労働局雇用均等室☎０２４-５３６-４６０９

　国は、子どもに対する予防接種の関心を高め、
予防接種率を向上させることを目的に、３月１
日㊋から７日㊊までの７日間、「子ども予防接種
週間」としています。
　特に、小学校入学前の麻しん・風しんⅡ期（Ｍ
ＲⅡ期）、中学校入学前の二種混合（ＤＴ）など

は、無料接種となる対象期間が１年間だけです。
接種が済んでいない場合は、母子健康手帳を確
認の上、かかりつけ医療機関と相談して接種し

ましょう。
問村住民福祉課健康係☎㊾３１１２

口
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暮らしに役立つ身近な情報をピックアップ！

情報ＢＯＸ

暮らしのカレンダー

日 月

６ ７
　金澤医院(矢祭町)☎46-2312 ●図書館休館日

●トレセン休館日

13 14
　深谷クリニック（棚倉町)☎33-3223 ●図書館休館日

●トレセン休館日

●３～４ヵ月児健康診
　査・お母さんの口腔
　健康相談…13:30 ～／
　塙厚生病院

20 春分の日 21 振替休日

　大木医院(棚倉町)☎33-2424 　車田病院(塙町)
　☎43-1019

●図書館休館日

●トレセン休館日

27 28
　おおひら整形外科クリニック(棚倉町)

　☎33-9468

●図書館休館日

●トレセン休館日

●保育園修了式

３ ４
　塙厚生病院(塙町)☎43-1145 ●図書館休館日

●トレセン休館日

火 水 木 金 土

３/１ ２ ３ ４ ５
◆送迎車運行日
　(西野・西山・富田方面)

●修明鮫川校卒業証書

　授与式

◆送迎車運行日
　(中野・東野方面 )

●「さぎり荘」定休日

●「手まめ館」定休日

◆送迎車運行日
　(渡瀬・青生野方面)

●やまゆり保育室[こ]

●筋力づくり教室…
　10:00～15:00[保]

●わくわく図書館ひろば

　…16:00～[図]

●筋力づくり教室…
　10:00～15:00[保]

８ ９ 10 11 12
◆送迎車運行日
　(西野・西山・富田方面)

●やまゆり乳児室[こ]

●筋力づくり教室…
　10:00～15:00[保]

◆送迎車運行日
　(中野・東野方面)

●「さぎり荘」定休日

●筋力づくり教室…
　10:00～15:00[保]

◆送迎車運行日
　(渡瀬・青生野方面)

●中学校卒業証書授与式

●筋力づくり教室…
　10:00～15:00[保]

15 16 17 18 19
◆送迎車運行日
　(西野・西山・富田方面)

◆送迎車運行日
　(中野・東野方面)

●「さぎり荘」定休日

●やまぶきの会…
　10:00～15:00[保]

●おはなしの森…
　16:00～[図]

◆送迎車運行日
　(渡瀬・青生野方面)

●心配ごと相談…
　13:00～15:00[公]

●幼稚園卒園式

22 23 24 25 26
◆送迎車運行日
　(西野・西山・富田方面)

●鮫川小修了式

◆送迎車運行日
　(中野・東野方面)

●「さぎり荘」定休日
●青生野小・中学校修了式
●小学校卒業証書授与式
●６～７ヵ月児健康相談
●10ヵ月児健康診査

◆送迎車運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

29 30 31 ４/１ ２
◆送迎車運行日
　(西野・西山・富田方面)

◆送迎車運行日
　(中野・東野方面)

●「さぎり荘」定休日

◆送迎車運行日
　(渡瀬・青生野方面)

５ ６ ７ ８ ９
◆送迎車運行日
　(西野・西山・富田方面)

◆送迎車運行日
　(中野・東野方面)

●「さぎり荘」定休日

●「手まめ館」定休日

●小・中学校入学式、

　第１学期始業式

◆送迎車運行日
　(渡瀬・青生野方面)

●こどもセンター入園式

人の
動き

2/1 現在・（　）は前月比

人口 3,755 人 （－ 5）
（－ 3）
（－ 2）
（± 0）

　女
1,893 人　男
1,862 人

世帯 1,151 戸

i 医＝休日当番医   [公] ＝公民館   [図]＝図書館   [保]＝保健センター
[ト] ＝農業者トレーニングセンター   [こ]＝こどもセンター 3

医

医

医 医

医

医

※行事などの日程は都合により変更になる場合があります。

おく
やみ

1月届け出分・敬称略

住 所 氏 名 月 日 年齢

官 沢 矢吹　文子  1. 2 83歳
西野沢 芳賀　　操  1. 3 69歳
伏木田 鈴木ハツイ  1.11 81歳
宝 木 水野　弘幸  1.24 85歳

■社会福祉事業のために[金員]…矢
吹幸男(官沢)　芳賀英樹(本宮市)
水野守(浅川町)
■ひだまり荘へ[タオル]…二反田ふ
れあいサロン(代表・鷺野谷和榮)
生田目定之助(中沢)

寄付
寄贈

1月受理分・敬称略

第１日曜日は環境美化の日

第１日曜日は環境美化の日

March

15

※お誕生、おくやみ、寄付・寄贈欄への掲載を希
　望しない人は、届け出の際に申し出てください。

お誕生

1月届け出分・敬称略

高坂　莉
り い な

衣那・女
平 27.12.28 生
住所…上
保護者…和樹・千恵

編/集/後 /記
■今回取材した緑川シヅエさんと中川西吉
正さんに共通していたのは「手間暇を惜し
まないこと」でした。その「手まめさ」には、
頭が下がるばかりです。■ここ数カ月、テ
レビなどで鮫川村の人や取り組みが頻繁に
取り上げられているのは、皆さんの手まめ
な手仕事や暮らしの積み重ねによるもので
しょう。便利な社会だからこそ、鮫川村の
ような丁寧な暮らし方が見直されていると
いうことなのかもしれません。　　（前田）


